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「何も咲かない寒い日は、下へ下へ根を伸ばせ。やがて大きな花が咲く」
この格言は、シドニーオリンピック金メダリストの高橋尚子さんが、高校時代の恩師から贈られ

た言葉だそうです。花が咲かないつらい時期でも、根っこがしっかりしている木には、いつか大き
な満開の花が咲くということです。結果が出なくてもあきらめずに努力していれば花は咲く。
このように、人の生き方は、植物に例えられることが多くあります。
田中修氏著書「植物はすごい」に、「植物たちは、タネができあがると強い子どもが育つように、

子ども達を新天地へ放り出すのです。どんな環境に出会っても、強く生きていって欲しいとの思い
が込められているのです。新天地へ放り出される子ども達も、その期待を担って親元を離れていき
ます。植物たちの「親離れ」「子離れ」のよさはすごいのです。」と書かれています。その「すご
さ」は大いに考えさせられます。
学校生活の一年間を締めくくる３学期ですが、０学期と言われることもあります。２月の声を聞
くと次の学年へ向けての準備が大切になるからです。（小学６年生は、中学１年生）次に備えるた
めには、今を知ることだと思います。この一年間で、子ども達はずいぶんと大きくなりました。外
見ではすぐ分かりますが、見えにくい心の成長はどうでしょうか。それは、子どもの様々な行動に
現れています。友人関係はどう変化したでしょうか、読書傾向は、言葉遣いは、趣味やこだわりは、
親への態度は等々、子どもの日常をその視点で見ることも次への備えと言えるでしょう。「うちは
幼いから」と。いつまでも「分かっているから」と思っていると、思わぬ変化に突然驚かされるこ
とがあるでしょう。
子どもを理解しようとする思いは大切だと思いますが、「しつけ」とは、

親が「子どもを理解する」のではなく、子どもに「親を理解させる」こと
が大切だと言われます。ですから、「ダメなことはダメ」の言葉が生きる
のです。よく、少年期の子どもには、「手は離しても、目は離すな」と言
われます。子どもと本気で向かい合い、うるさがられても子どもの行動か
ら目を離さないことです。それは、「携帯で連絡し合っているから」では、
決して解決されないものです。
学校花壇の花、校門の枝垂れ桜、そして、地域の梅の花も、春に美しい花をほころばせるために、

今は寒い冬を耐えています。「子どもの成長の確信」「しつけの意味」「逆境に耐える強い心」、
『植物はすごい』に通じるものがあります。

梅花の芽吹き

１月１１日（土）から１２日（日）にかけて、本校校区２地区の夜神楽が開催されました。町内外、県外から
もたくさんの方々が来られ見守る中、本校児童（３～６年生）、職員もこれまでの練習の成果を十分に発揮
し、厳かでかっこいい舞を披露してくれました。これまで、地域の宝である両神楽を伝承するために指導し
てくださった神楽保存会の皆様、誠にありがとうございました。

＊２月２日（日）の本校学習発表会でも古戸野神楽の舞を披露いたします。

神楽奉納



☆ 短歌・俳句・詩できらり

〇 ３年生 後藤 華（はな）さん （宮日こども新聞「学園俳壇」コーナー掲載 １／１８）

「しもやけが私の手足のろってる」

☆ 作文できらり

〇 ３年生 後藤 虎大郎（こたろう）さん （宮日新聞「若い目」コーナー掲載 １／１０）

題名「努力する大切さ」

〇 ２年生 安藤 楓香（ふうか）さん （ＭＲＴラジオ「私たちの作文」コーナー １／２２）

題名「おいしいやさい」

〇 ４年生 小方 清音（さやね）さん （ＭＲＴラジオ「私たちの作文」コーナー １／３１）

題名「最高の文化祭！」

２月、３月の行事予定

３月の月目標 「学習のまとめをしよう」

【３月】
３日（月） 全校朝会
７日（金） お別れ遠足、お別れ集会
１３日（木）～１８日（火）

クリーン週間
１４日（金） 卒業式予行練習
２１日（金） 卒業式前日準備
２４日（月） 卒業式
２５日（火） 修了式
２８日（金） 離任式

【２月】
２日（日） 学習発表会（午前中）
３日（月） 振替休業日
４日（火） 全校朝会、代表委員会
５日（水） 中学校説明会（６年生）
１３日（木） 新入児保護者説明会
１６日（日） 小学生ロードレース
１８日（火） 夕焼けトーク③
２０日（木） 読み聞かせ
２７日（木） わくラン（町教委、役場）
２８日（金） 参観日、学級懇談会

家庭教育学級閉級式

２月の月目標 「自分の身体を大切にしよう」

スキー・スノボ＆
雪遊び体験教室

１月１７日（金）、３年ぶりにスキー・
スノボ体験教室（５，６年）、雪遊び（１，
２年）が開催されました。子どもたちは
（先生たちも）、当日は、絶好のコン
ディションのもと、みんな笑顔で五ヶ瀬
の豊かな自然を満喫しました。


